
一般会計の内訳 ７年度予算の総額（ ） 内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性
能割交付金、地方特例交付金、　地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、
繰越金
〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

歳　入
751億2,000万円

歳　出
751億2，000万円

住民税など
388億6,500万円
51.7％（5.5％増）

国・県からの
支出金など
228億200万円
30.4％（13.7％増）

給食費などの諸収入
30億6,300万円
4.1％（2.6％増）

市債（借金）
37億7,000万円
5.0％（12.8％増）

分担金、負担金など
66億2,000万円
8.8％（16.6％増）

民生費
315億3,500万円
42.0％（7.1％増）

土木費
128億2，800万円
17.1％（16.7％増）

教育費
111億2,700万円
14.8％（16.2％増）

総務費
69億8，800万円
9.3％（3.5％増）

衛生費
58億9，800万円
7.9％（4.2％増）

商工費など
29億2,300万円
3.9％（3.6％増）

消防費
19億1.300万円
2.5％（3.5％増）

公債費
15億1，200万円
2.0％（7.3％増）

議会費
3億9，500万円
0.5％（2.1％減）

（注）それぞれの数字は四捨五入をしてそろえたため、総額や割合に一致していない場合があります。

令和７年度予算に見る主要事業
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本
会
議
で
の
質
疑

　

質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、６
〜
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
質
疑
」

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
・
分
科
会
・
本
会
議

　

質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

３
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ

れ
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各

特
別
会
計
の
計
４
議
案
に
反
対
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

24
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
物
価
高
騰
に
対
す
る

取
組
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
や

民
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
刈
谷
城
建

設
に
関
す
る
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
反
対
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

問
事
業
費
３
０
０
万
円
の
内
訳

は
ど
の
よ
う
か
。

答
事
業
費
の
内
訳
は
、
集
合
住

宅
の
駐
車
場
等
へ
設
置
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
に
係
る
既
存
の
補
助
金
と
し
て

１
０
０
万
円
、
個
人
宅
の
屋
外
に
設

置
す
る
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

費
等
に
対
す
る
新
た
な
補
助
金
と
し

て
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
当

た
っ
て
、
市
か
ら
業
者
の
紹
介
あ
る

い
は
カ
タ
ロ
グ
の
提
供
を
す
る
の
か
。

答　
市
か
ら
特
定
の
業
者
や
商
品

の
紹
介
は
行
わ
な
い
が
、
家
庭
用
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
屋
外
に
継
続
的
に

設
置
さ
れ
る
、
夜
間
撮
影
が
可
能

な
、
防
滴
仕
様
ま
た
は
防
雨
仕
様
の

カ
メ
ラ
を
補
助
の
対
象
と
し
て
お
り
、

補
助
の
条
件
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
窓
口
等

で
丁
寧
に
案
内
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

問
社
会
実
装
に
向
け
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
理
由
と
目

的
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
、

刈
谷
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
掲

げ
て
い
る
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

令
和
７
年
度
は
推
進
体
制
を
構
築
し

て
、実
証
実
験
を
推
進
し
て
い
く
フ
ェ
ー

ズ
１
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

次
の
フ
ェ
ー
ズ
２
を
、
実
装
に
向
け

た
成
功
事
例
を
増
や
し
、
段
階
的
に

実
装
を
進
め
る
期
間
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
７
年
度
か
ら
は
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
、こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
実
証
実
験
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
注
力
し
、
社
会
実
装
に
向
け
た

土
台
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問
ど
の
よ
う
な
実
証
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
か
。

答　
刈
谷
放
課
後
子
育
て
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
愛
知
県
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
た
メ
タ
か

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
課
題
解
決
型
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
た
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏
水
リ
ス
ク
の
あ

る
水
道
管
の
早
期
発
見
な
ど
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
た
実
証
実
験
の
検
証
を

行
い
、
社
会
実
装
が
可
能
な
も
の
は

な
い
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
福
祉
産
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

問　
出
店
者
を
ど
の
よ
う
に
決
定

す
る
の
か
。

答
出
店
者
を
募
集
す
る
際
に
、

営
業
時
間
の
確
保
や
事
業
計
画
書
の

提
出
な
ど
応
募
要
件
を
設
定
し
、
提

出
さ
れ
た
応
募
書
類
を
基
に
面
接
等

に
よ
る
審
査
を
行
い
、
出
店
者
を
決

定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　
開
業
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
出
店
期
間
の
終
了
後
に
は
、

実
際
の
店
舗
を
継
続
し
て
経
営
で
き

る
よ
う
、
商
工
会
議
所
や
信
用
保
証

協
会
な
ど
の
専
門
機
関
や
、
商
店
街

な
ど
で
店
舗
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

の
協
力
を
頂
き
、
資
金
調
達
や
顧
客

獲
得
な
ど
個
々
の
課
題
に
対
し
て
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
支
援
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ち
ょ
こ
っ
と
さ
さ
え
あ
い
事
業

問　
サ
ポ
ー
タ
ー
数
が
利
用
者
数

の
約
３
倍
近
い
が
、
依
頼
が
来
な
い

と
い
っ
た
ク
レ
ー
ム
等
が
発
生
す
る

可
能
性
は
な
い
か
。

答
利
用
者
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

際
に
、
手
伝
え
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
サ
ポ
ー

タ
ー
の
獲
得
に
努
め
て
い
る
。
利
用

者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
日
程
調
整
を

す
る
中
で
は
、
１
件
に
つ
き
何
人
か

の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
連
絡
を
と
る
こ
と

や
、
複
数
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
対
応

す
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
適
切
な
事
業
運
営
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
依
頼
が
来
な

く
て
不
満
だ
と
い
う
意
見
は
な
い
。

問　
段
階
的
に
全
地
区
に
広
げ
て

い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
、
市
内
６
地
区
で
実
施

し
て
い
る
が
、
今
後
は
自
治
会
等
と

調
整
を
進
め
、
現
時
点
で
の
予
定
と

な
る
が
、
令
和
７
年
６
月
に
新
た
に

６
地
区
を
、
12
月
に
残
り
の
11
地
区

を
対
象
地
域
に
加
え
、
全
地
区
で
事

業
を
行
っ
て
い
く
。

■
建
設

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設
置
補
助
事
業

問　
補
助
制
度
の
内
容
は
ど
の
よ

う
か
。

答
当
該
補
助
制
度
は
、
平
成
12

年
の
東
海
豪
雨
を
契
機
に
平
成
14
年

に
策
定
し
た
雨
水
総
合
対
策
整
備
計

画
に
お
い
て
、
行
政
、
住
民
、
企
業

が
連
携
し
て
取
り
組
む
浸
水
対
策
の

一
つ
と
し
て
平
成
16
年
４
月
か
ら
開

始
し
て
い
る
。
制
度
の
内
容
は
、
雨

水
タ
ン
ク
な
ど
の
貯
留
施
設
や
透
水

性
舗
装
、
浸
透
ま
す
な
ど
の
浸
透
施

設
の
設
置
に
対
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
施
設
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
額
ま
た
は
対
象
経
費

の
３
分
の
２
の
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
を
補
助
金
と
し
て
支
払
う
も
の
で
、

一
団
の
土
地
に
つ
き
20
万
円
を
上
限

額
と
し
て
い
る
。

問　
制
度
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
補
助
制
度
の
Ｐ
Ｒ

は
、
市
民
だ
よ
り
へ
の
掲
載
や
わ
ん

さ
か
祭
り
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
展
示
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
興

味
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

雨
水
タ
ン
ク
の
販
売
実
績
の
あ
る
市

内
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
か
せ
て
も
ら
い
、
補
助

制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
浸
水
対
策
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
補
助
制
度
の
周
知
、
啓

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
適
宜
制

度
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
園
管
理
事
業

問　
亀
城
公
園
の
池
の
水
質
浄
化

の
実
証
実
験
の
手
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答
池
の
濁
り
の
原
因
と
考
え
ら

れ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
抑

制
や
ヘ
ド
ロ
の
分
解
を
図
る
た
め
、

他
市
の
公
園
や
庭
園
の
池
な
ど
で
実

績
が
あ
り
、
国
の
新
技
術
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
浄

化
剤
を
、
池
全
体
に
循
環
さ
せ
る
方

式
を
採
用
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

昨
年
６
月
に
浄
化
剤
を
送
り
出
す
制

御
装
置
と
池
の
水
を
循
環
さ
せ
る
還

流
装
置
を
設
置
し
、
定
期
的
に
水
質

検
査
を
行
い
な
が
ら
浄
化
剤
の
投
入

量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に

水
質
の
浄
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
洲
原
公
園
や
岩
ケ
池
公
園
の

池
に
も
同
様
の
手
法
を
用
い
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
洲
原
池
や
岩
ヶ
池
は
農
業
用

た
め
池
で
あ
り
、
か
ん
が
い
用
水
と

し
て
使
わ
れ
る
た
め
、
水
量
の
増
減

が
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
の

貯
水
量
が
、
亀
城
公
園
の
城
池
と
子

亀
池
を
合
わ
せ
た
水
量
の
20
倍
以
上

も
あ
り
、
大
量
の
水
の
浄
化
に
高
額

な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

同
様
の
手
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
市
民
文
教

私
立
保
育
所
整
備
支
援
事
業

問　
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答
認
可
保
育
所
を
設
置
、
運
営

す
る
民
間
事
業
者
を
選
定
し
、
事
業

者
が
行
う
認
可
保
育
所
整
備
に
対
し

て
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
新
富
町
に
所

在
す
る
事
業
所
内
保
育
所
が
令
和
７

年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
園
す
る
た
め
、

建
物
等
を
活
用
し
た
、
ゼ
ロ
〜
２
歳

児
が
通
う
私
立
乳
児
園
を
整
備
す
る

事
業
者
を
選
定
し
、
開
設
に
伴
う
改

修
工
事
費
等
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
か
。

答
令
和
７
年
４
月
に
乳
児
園
を

設
置
、
運
営
す
る
事
業
者
の
募
集
を

開
始
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
夏
頃
ま
で
に
選
定
す
る
。
そ
の
後
、

事
業
者
が
建
物
等
の
譲
渡
や
借
地
契

約
な
ど
の
手
続
、
給
食
室
の
設
置
や

給
排
水
設
備
等
の
改
修
工
事
を
行
い
、

８
年
４
月
に
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討
事
業

問　
検
討
が
必
要
な
理
由
と
施
設

の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答
開
館
か
ら
42
年
が
経
過
し
た

美
術
館
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
努

め
て
き
た
。
近
年
の
美
術
館
は
、
美

術
品
の
収
集
・
保
存
、
継
承
、
展
示

等
の
拠
点
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
生

涯
学
習
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

観
光
等
の
拠
点
な
ど
、
幅
広
い
役
割

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
本
市
で
も
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
と
し
て

の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
美
術
館
に
求
め
ら
れ
る
環
境

は
何
か
、
美
術
館
機
能
の
向
上
を
図

る
に
は
ど
の
よ
う
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
適
切
で
あ
る
か
な
ど
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
施
設
の
現
状
は
、
経
年

劣
化
に
よ
る
機
械
設
備
等
の
故
障
や

不
具
合
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
故
障
や
不
具
合
等
に

よ
る
人
的
被
害
や
物
的
な
損
害
な
ど

は
な
い
が
、
先
を
見
据
え
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
期
、
目

標
は
ど
の
よ
う
か
。

答
令
和
７
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
必
要
性
、
方
向
性
な
ど
を
検
討

し
、
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

８
年
度
以
降
の
予
定
は
そ
の
内
容
を

受
け
て
決
定
し
て
い
く
。

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 1,111億3,800万円 64億7,700万円 6.2%

　一般会計 751億2,000万円 62億2,000万円 9.0%

　特別会計 253億200万円 2億4,800万円 1.0%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 6億2,100万円 ▲3,600万円 ▲5.4%

刈谷野田北部
土地区画整理事業 6,700万円 ▲7,400万円 ▲52.6%

国民健康保険 116億5,700万円 ▲4,800万円 ▲0.4%

後期高齢者医療 26億300万円 3億6,900万円 16.5%

介護保険 103億5,400万円 3,700万円 0.4%

企業会計 107億1,600万円 900万円 0.1%

水道事業 45億700万円 ▲2,200万円 ▲0.5%

下水道事業 62億900万円 3,100万円 0.5%

※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧く
ださい

防犯カメラの設置を支援し
　　　安心安全なまちづくりを推進

（防犯カメラ設置補助事業）

積極的な公共空間の活用による
　　　刈谷駅周辺のにぎわいづくり

（都市拠点活用推進事業）

西三河最大級の屋外音楽フェス
　　　「ＫＡＲＩＹＡ 大演会」を開催

（音楽フェス開催事業）

創業者にチャレンジする機会等を提供し
新たな魅力ある店舗の創出を図る

（チャレンジショップ事業）

保護者が安心して子供を任せられる
子育て支援の環境を整備
（放課後児童クラブ運営事業）

スポーツを通じて子供たちの夢や希望を育む
（刈谷サッカーフェスティバル開催事業）

　犯罪発生を抑制し、市民の不安を軽減す
るとともに、安心安全なまちづくりを推進
するため、個人住宅の屋外に設置する防犯
カメラ等の購入費及び設置費を補助する。
(1) 対象機器等
　 防犯カメラ、録画機、表示板
(2) 補助率　２分の１
(3) 補助額　上限１万円

　刈谷駅周辺の公共空間を積極的に活用す
ることにより活気や魅力を高め、市の玄関
口としてふさわしい、にぎわいのある駅前
空間の創出を目指す。
(1)地域交流拠点施設（カリココプラス）の内装整備
(2) 刈谷駅周辺のイルミネーション
　 実施期間　令和７年10月25日㈯～

令和８年１月31日㈯　
(3) 官民連携による刈谷駅周辺エリアプラット
　 フォームの構築

　市民と市制施行75周年の節目を祝うと
ともに、シティプロモーションの推進及びに
ぎわいの創出を図るため、ライブや飲食販
売等を行う音楽フェスを開催する。
(1) 開催日
　 令和７年11月１日 ( 土 )
(2) 開催場所
　 亀城グラウンド等

　商業の活性化を図るため、市内
にて創業または店舗出店を検討す
る人が開店の前段階として事業に
挑戦できるチャレンジショップを
産業振興センター内に整備する。
(1) 施設の改装及び出店者の募集
(2) 令和７年秋オープン予定

　保護者の利便性を向上させるとと
もに、放課後児童クラブ支援員の事務
負担を軽減することで、子育て支援の
質と安全性を向上させるため、タブ
レットやスマートフォンを活用して、
児童の入退室の管理、児童クラブから
のお知らせや当日の欠席連絡等を行
うためのシステムを導入する。

　サッカーのまち刈谷をPRするととも
に、子供たちの夢や希望を育み、サッ
カーの技術力向上と一層の振興を図るた
め、元日本代表選手や現役Ｊリーガーによ
るサッカー教室や交流試合を開催する。
(1) 開催日
　 令和８年２月１日 ( 日 )
(2) 開催場所
　 ウェーブスタジアム刈谷等

◆◆◆ 市制施行７５周年記念事業 ◆◆◆

令
和
７
年
度
予
算
関
係

イメージ

※令和6年度からの繰越


